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非該当

市民開放授業

(1)授業の達成目標 【授業で得られる「学位授与の方針」要素】 ⇔ 【授業の達成目標】
２５Tカリ, ２３Tカリ

【22T～】共通教育による幅広い教養と，工学の専門分野におけ 建築環境工学を構成する幅広い項目を理解し，物理や数学など
る基礎学力が身についている。 の工学基礎学力に基づいて計算をすることができるようになる

．
⇔

(2)授業で学べる
「テーマ」

環境共生

(3)全学横断特別
教育プログラム

環境マインド実践人材養成コース

(4)授業の概要 建築環境工学では，室内居住性とエネルギー消費を両立する必要があり、物理や数学に立脚した検討手
法を習得する。工学基礎力をつけるために予習復習を十分に行い、理解に努めること。また幅広い項目
を理解するために身の回りで目にする現象とのつながりを普段から意識することも大切である。
実務経験に基づき，建築環境工学による建築実務の諸問題の解決について，事例や演習を通じて講義を
行う．

(5)授業計画 各回の講義は，板書による講義形式で行う。講義中の演習は授業内で完結させ，成績評価には含めない。

第１回　　ガイダンス
第２回　　日照・日射：太陽と地球の位置関係　
第３回　　日照・日射：日影曲線の使い方
第４回　　日照・日射：太陽位置の公式の使い方
第５回　　日照・日射：太陽エネルギー
第６回　　建築伝熱：熱収支式
第７回　　建築伝熱：単位の確認，熱貫流率の導出
第８回　　建築伝熱：瞬時定常設定による温度・熱流推定
第９回　　建築伝熱：天空‐地物‐建物の熱移動
第１０回　建築伝熱：建物の自然室温の計算
第１１回　採光照明：基礎公式
第１２回　採光照明：基礎公式の利用
第１３回　建築音響：基礎公式
第１４回　建築音響：基礎公式の利用
第１５回　まとめ．授業アンケートの回答

(6)成績評価の方
法

成績評価は期末試験で評価する(100%)。出席確認の手段は初回授業で指示する。出席を行い，期末テス
トを受けなければ単位は取得できない。

(7)成績評価の基
準

期末試験の内容は日射と伝熱，採光照明と音響であり，項目単体，もしくは組み合わせた問題を問う．
授業で示した例題と同レベルの問題が解ければ「合格水準にある」，応用問題
が解ければ「やや上にある」，やや難しい応用問題が解ければ「かなり上にあ
る」，例題より難しい応用問題が解ければ「卓越している」とみなす。

(8)事前事後学習
の内容

事前事後学習は計30時間を行うこと。毎回の講義の最後に予習内容を伝える(事前学習)．また授業内容
を復習すること(事後学習)。

(9)履修上の注意 授業までに板書や教科書を読み，不明な点を明確にすること。高校程度の物理・数学を用いる。

(10)質問,相談へ
の対応

講義中，および講義の前後に随時受け付ける。
メールによる質問・相談は、t-nakaya@shinshu-u.ac.jpに連絡すること。

(11)その他 本講義はアクティブ・ラーニングによる学習法が含まれており、学修者の能動的学修により、教養や知
識、経験を含めた汎用的能力の育成を図る。

【教科書】 田中俊六ほか: 最新 建築環境工学 改訂4版, 井上書院,2014, 3300円(税込)

【参考書】 川島 範久: 環境シミュレーション建築デザイン実践ガイドブック, 彰国社,2022, 3850円(税込)


